
九州大学・人文科学研究院・専門研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７１０２

研究活動スタート支援

2017～2016

固有語・借用語間における音韻論的制約の強弱に関する対照研究―チュルク諸語を対象に

A contrastive research of strength of phonological constraints and phonological 
differences between native words and loanwords: A case of Turkic languages

００７７５８３５研究者番号：

菅沼　健太郎（Suganuma, Kentaro）

研究期間：

１６Ｈ０７０３４

平成 年 月 日現在３０   ６   ４

円     2,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、固有語と借用語の間の音韻論的な違いに着目しつつ、トルコ語をはじめ
とするチュルク諸語の音韻論に関する記述的研究を行った。また、固有語と借用語の間の音韻論的な違いは「音
韻論的制約の強弱の差」によるものだと考え、この強弱の差に関する通言語的特徴を明らかにする理論的研究を
行った。通言語的特徴の発見については、本研究中には本格的な研究に至らなかったが、今後体系化して進めて
いく予定である。また得られたデータをもとに、学会発表（計7件、内2つは国際学会）と論文執筆（1本）を行
った。

研究成果の概要（英文）：We made a description of the phonology of Turkic languages, especially 
focusing on phonological differences between native words and loanwords. We also attempted to find 
cross-linguistic features of phonological constraints which cause phonological differences between 
native words and loanwords.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
 音韻論的制約が働くかどうかにより、固有
語と借用語の間に音韻論的な共通点と相違
点がみられることがある。Itô and Mester 
(1995) は、日本語を対象とした研究を通し
て、このような共通点と相違点は、固有語に
元々働いていた制約が借用語にも働くかど
うかにより生じると述べている（働けば共通
点が、働かなければ相違点が生じる）。日本
語を例にとると、日本語においては、音節構
造に関する制約は固有語にも借用語にも働
いているため、両者の間で共通点がみられる。
その一方で、語頭や母音間における /p/ の
出現を認めないとする制約は固有語にのみ
働き、借用語(但し古い中国語由来の借用語
は除く)では/paNda/“パンダ”のように働か
ないため、結果として、両者に相違点がみら
れることになる。 
 借用語にも働くかどうかという制約間の
差異は、音韻論的制約がもつ支配力の相対的
な強弱を示していると考えられる。すなわち
借用語にも働くということは、それだけその
制約の支配力が相対的に強いことを示し、働
かないということはそれだけその制約の支
配力が相対的に弱いことを示す。 
 研究代表者（菅沼）はこれまで、このよう
な制約の強弱がみられることに着目し、トル
コ語と現代ウイグル語を対象として、固有
語・借用語間の共通点・相違点に関する研究
を行ってきた。トルコ語と現代ウイグル語を
対象としたのは、両言語が属するチュルク諸
語が様々な言語から語彙を借用しており、借
用語が関わる音韻論的研究に適しているた
めである。 
 研究代表者の研究により、先行研究で対象
とされた日本語だけでなく、トルコ語と現代
ウイグル語でも固有語・借用語間の共通点と
相違点がみられる、すなわち制約間に強弱の
差異がみられることが明らかになった。しか
し、研究代表者の研究は両言語を対象とした
にとどまっており、制約の強弱に関する通言
語的特徴が明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 2点である。 
 
i. チュルク諸語を主な対象とし、固有語・
借用語間の共通点・相違点を生み出す音韻論
的制約の記述を行う。 
 
ii. 各言語にみられる諸制約を比較対照し、
「音韻論的制約の支配力の強弱」に関する通
言語的特徴を明らかにする。明らかにするこ
とを通して、借用語に関する言語類型論に貢
献することを目指す。 
 
３．研究の方法 
 当初はトルコ語、現代ウイグル語に加え、
カザフ語を対象とする予定であったが、カザ
フ語ではなく、エスキシェヒル・カラチャイ

語を対象とした（同言語はロシアからトルコ
共和国内のエスキシェヒル県に移民してき
たカラチャイ人によって話されているチュ
ルク諸語のひとつである）。 
 本研究課題では上記 3言語を対象とし、言
語コンサルタント（調査協力者）の協力を得
て、調査を行った。また借用元言語や借用時
期について調べるため、文献を通した研究を
行った。この他に、日本語などの他言語を対
象とした先行研究の批判的な検討などを行
った。 
 これらの活動に加え、国内外で研究成果を
発信し他研究者からの意見を得た。 
 
４．研究成果 
 以下に主な成果を示す。 
 エスキシェヒル・カラチャイ語では、母音
調和現象に関わる研究を通して、トルコ語か
らの影響により、もともと存在していた /vw/ 
という音素に加え、借用語にのみ現れるあら
たな音素として /v/ が存在することが明ら
かにした。また、これに関する研究発表を行
った（学会発表⑥）。 
 現代ウイグル語では、特に固有語にみられ
る現象であるウムラウト現象（母音交替現象
の一種で、非円唇低舌母音 /a, æ/ が非円唇
中段母音 /e/ になる現象）について調査研
究を行った。そして、従来先行研究では /a/ 
のウムラウトと、/æ/ のウムラウトが等質に
扱われていたが、そのような見方が誤りであ
ることを示し、ウムラウト現象の再解釈を試
みた。また、これに関する予備的調査の報告
を国内の研究会で行い（学会発表⑦）、最終
的にまとめたものを国際学会で発表し、論文
を一本執筆した（学会発表⑤、論文①）。 
 トルコ語では主に母音挿入現象に着目し、
固有語と借用語の間で許容される音節構造
に差異がみられることを明らかにした。また、
これに関する発表を国内の研究会で行った
（発表①）。 
 また、3 言語すべてに関して、アクセント
に関する調査を行った。その結果 (1) トル
コ語とエスキシェヒル・カラチャイ語では固
有語・借用語間だけでなく、固有語間でもア
クセントの差異がみられる、(2) その一方で
現代ウイグル語では固有語・借用語間であっ
ても、固有語間であってもアクセントの差異
がみられない、という2点が明らかになった。
なお、副次的ではあるが、これら 3言語間で
は語レベルだけでなく、文レベルでのアクセ
ントの実現にも差異があることが示唆され
た。具体的には、佐藤(2013)によれば、トル
コ語では平叙文の場合、文中の各語のアクセ
ントが実現する。しかし、疑問詞疑問文では、
疑問詞のみのアクセントが実現し、疑問詞に
後続する語のアクセントが実現しない（より
正確には、疑問詞に後続し、かつその疑問詞
の作用域内にある語のアクセントが実現し
ない）。すなわち、トルコ語では平叙文と疑
問詞疑問文との間でアクセントの実現に差



異がみられるということになる。その一方で、
本研究の調査では現代ウイグル語、ならびに
エスキシェヒル・カラチャイ語では平叙文で
も疑問詞疑問文でも各語のアクセントが実
現することが明らかになった。すなわち、平
叙文と疑問詞疑問文との間でアクセントの
実現に差異がみられないということになる。
このように、平叙文と疑問詞疑問文の間でア
クセントの実現に差異がみられるかどうか
という点で、3 言語間に文レベルのアクセン
トの差異がみられることが明らかになった。 
 このことから、同じチュルク諸語であって
も、そのアクセント体系には様々な違いがみ
られることが明らかとなってきている。さら
にこれらのアクセントに関する調査結果を
まとめた研究発表を国内の学会、および研究
会で行った（発表③、④）。 
 音韻論的制約の強弱に関する通言語的特
徴に関しては、研究期間内では本格的な研究
には至らなかったが、今後得られたデータを
もとに音韻論的制約の強弱に関する一般化
を図り、通言語的特徴を明らかにする予定で
ある。 
 このほかにも本研究課題を通して、アクセ
ントに関するデータを豊富に得ることがで
きたため、今後インターネットなどを通じて
それらを広く世間に公表する予定である。 
 また、アクセントに関する研究を行った結
果、同じチュルク諸語であっても、アクセン
トの実現に各言語で相違点がみられたこと
から、「チュルク諸語をアクセントに基づい
て類型化する余地がある」という新たな研究
の着想を得ることができた。今後これをもと
にした新たな研究プロジェクトを立案する
ことができると考えている。 
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